
きりんぐみだより 2 月 
2019 年 2 月 1 日 保土ケ谷保育園 

きりん組担任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

１月の子どもの様子 

２月の保育 

「あけましておめでとう」の子どもたちの元気な挨拶から始まった 2019 年！お正月どのように過ごしたか様々な

話をしてくれ楽しくお正月を過ごせたことが伝わってきました。１月になると寒さも厳しくなり、室内での遊びが中

心になるかと思っていましたが、子どもたちは元気に園庭や散歩先で体を動かして遊んでいます。毎朝様々な歌を唄

いますが、保育士がピアノを弾き始めると歌を唄いながら片付けが始まり、玩具が落ちていないか最後までチェック

をしてくれる子や大きな声で歌を唄いリードしてくれる子もいます。片付けに時間がかかっていた頃と比べると格段

に片付けに使う時間が減り、その分他の活動に使える時間が増えてきているきりん組です。 

◆見通しを持って生活や遊びを進めていく充実感を味
わう。 
◆自分なりの目標をもって取り組んだり、共通の目的
に向かって友だちと話し合ったり工夫したりしながら
遊ぶ楽しさを味わう。 
◆お互いの思いや考えを伝え合い、仲間としての信頼
感を高める。 
◆冬の自然にふれ、親しんだり美しさに、不思議さを
感じながら生活に取り入れる。 

 

 

 

     

《盛り上がるドッジボール》 

寒い季節になると外に出て遊ぶ事が億劫になりますが、それは大人だけの様で子どもたちは外で元気一杯体を
動かして遊ぶ事を好んでいます。その中でもドッジボールは人気の遊びの一つとなっており「どこに遊びに行
く？」と声を掛けると、「天王町公園がいいよね」と子どもたち同士で相談しています。なぜ天王町公園なんだろ
う・・・と思って話を聞いてみると目的はドッジボール！天王町公園はドッジボールをするのに適した場所なん
です!そして天王町公園へ行く事が決まると白い線を引きく為のラインカーとボールを準備する子どもたち！積
極的に活動の準備をする姿からも子どもたちがやりたいことを楽しみながら行っていることが分かります。公園
に到着し、ゲームが始まるまでの間にはチーム決めやジャンプボール、元外野などそれぞれの役割を決めるとこ
ろから始まります。やりたい子が複数になると最終的にはじゃんけんで決めていますが、「じゃあかわってあげる」
と譲ってくれる子どももいるんですよ。 
ゲームが始まると時間と共に盛り上がっていく試合ですが、子どもたちの声が大きくなり、チーム内で声を掛け
合う事も！そして時々行われる作戦会議では、内緒話をしている気分の子どもたちですが、その声の大きさで作
戦は、まる聞こえとなっています。勝ったり負けたり・・・悔しくて涙を流す場面もありますが、勝った時の喜
びと同様に負けた時の悔しさも感じながら大きくなって欲しいと思います。 

◆２月のクッキングは２月１日に恵方巻きを作り、２月
２２日には苺を入れたロールケーキ作りを行います。当
日はエプロンの用意をお願いします。 
 
◆２月からハンカチ・ポケットティッシュの使用を始め
ます。子どもたちが毎朝自分で支度が出来ると良いです
ね。 
 
◆２月から上履きを履いて生活を行います。金曜日には
子どもたちと園で上履きを洗い翌週は綺麗な上履きを
履けるようにします。上履きはテラスの下駄箱に入れて
置いて下さい。 

お知らせ 

１月に入ると日々の保育でお楽しみ会に向けての活動を行う様になってきました。唄う事が好きなきりん組なので

保育室で音楽をかけてみると興味を持ち早々歌詞を覚える子も出てきました。好きな時に音楽が聴ける様に CD を用

意していると子どもたちは遊びながら聞いたり食事の時間に聞いたり、自然とリズムや歌詞を覚え、お気に入りの曲

が出来ました。歌の中に海賊の曲が出てきますが、海賊の曲はテンポ感が楽しく、子どもたちはギターを想像する様

です。すると家からギターを作って来てお気に入りのギターを片手に踊りを楽しむ姿も見られ楽しんでいることが伝

わって来ます。 

そして、台本を作り皆に渡すと嬉しい様子の子どもたち！自分のお気に入りの絵を描いたり名前を書いたりしていま

した。家に持って帰って自慢したと言う話も聞きましたが、それと同時に子どもたちから「ピーターパンやる？」と

声を掛けられる回数が増え、子どもたちから声を掛けられると劇遊びを行う様にしています。劇遊びが始まると子ど

もたちは台本片手に参加する子もおり、その姿に笑ってしまいました。衣装作りでは、大人の固定した考え方とは違

った発想力で、自分が着たいと思った衣装の色を選び模様を付けお気に入りの衣装が完成しました。大人が作り上げ

る劇ではなく、子どもたちがお互いにアイディアを出し合いながら進めていきたいと考え、背景図作りも子どもたち

に任せてみると、きりんぐみの団結力が現れました。模造紙４枚分の大きな紙を３枚用意すると夢の国の絵、海賊船

の絵、ロンドンの街並みを書きだした子どもたち。自分が考えたアイディアを友達と共有し、相談しながら描く姿に

年長らしさを感じると共に様々な道具の使い方がとても上手で日頃の遊びで獲得した様々な力を発揮していました。

お楽しみ会までもう少し時間がありますが、やらされているお楽しみ会ではなく、子どもたちが自主的に楽しめる環

境の中楽しんでほしいと思っています。 

お楽しみ会に向けて 


